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シラバス年度 2025年度 開講キャンパス 都城キャンパス 開設学科 子ども教育学科

科目名称 保育実習ⅠＢ 授業形態 実習

科目コード 750133 2単位 配当学年 2 実務経験教員
アクティブ
ラーニング

児童福祉施設（保育所を除く）の内容と機能について実習を通して体験的に理解する事を目的とします。
現場保育士の補助をしながら、児童に接することにより、援助、療育、保育・指導等の技能を修得する。また、児童の生活状況や心
理、保育士の職務内容や他の職員とのチームワーク、社会人としての基本的マナー等、保育士として必要な基礎的・基本的な事柄につ
いて体験を通して学びます。

授業の進め方
と方法

配属された児童福祉施設において11日間の実習を行います。
実習期間中に教員が巡回して指導します。
実習終了後に事後指導を受け、最終レポートを提出します。

授業計画
【第1回】

関連する科目
「全学DP２、子ども教育学科DP２および３
「社会福祉」「社会的養護Ⅰ」「子ども家庭福祉」

授業計画
【第2回】

授業計画
【第3回】

授業計画
【第4回】

授業計画
【第5回】

授業計画
【第6回】

授業計画
【第7回】

授業計画
【第8回】

授業計画
【第9回】

授業計画
【第10回】



授業計画
【第11回】

授業計画
【第15回】

授業計画
【第12回】

授業計画
【第13回】

授業計画
【第14回】

授業の到達目標
　保育士資格を取得するための必修科目である。児童福祉施設での保育体験を通し、保育士として必要な技術、能力、資質を習得す
る。また、子ども、家庭、地域の生活実態にふれて、子ども家庭福祉ニーズに対する理解を深め、子育て支援に求められている能力を
養う。さらに、人間らしさを擁護し促進する態度、人の育ちや地域の育ちを支援する実践力を習得する。

学位授与の方針
（DP)との関連

2.汎用的技能を応用し活用する能力−(1)／3.人間力、社会性、国際性の涵養−(1)／2.汎用的技能を応用し活用する能力−(3)

　保育所を除く児童福祉施設の内容と機能について実習を通して体験的に理解する事を目的とするために、事前訪問時、巡回指導時、
事後指導時、各６０分程度、配属施設の指導者とのオリエンテーション資料、関連授業の資料を元に施設の概要・機能・職員の専門性
等について知識を深める。授業時間外学習【予習】

授業時間外学習【復習】

備考

評価方法・基準

①実習施設指導者による評価（80点）。
②本大学の保育実習評価（20点）。

テキスト
①保育実習日誌
②保育実習の手引き　適宜レジュメを配布する。

参考書 「施設実習ガイド」　保育者として成長するための事前事後学習　萌文書林

課題に対する
フィードバック

対象施設の概要、専門機能について配布資料、参考文献の熟読３０分程度の復習を課する。


